
報道機関各位 

令和７年度 室津海駅館企画展「乾太の室津」を開催 

乾太「室津の春」 

令和６年 11月に寄贈された、本市出身の版画家・乾太氏の代表作「室津の春」をはじめ、

室津の風景や祭りを題材にした氏の作品 15点を紹介します。 

記 

１ 開催期間  令和８年１月１０日（土）～３月１日（日） 

９時 30分～17時（入館は 16時 30分まで） 

２ 開催場所  たつの市立室津海駅館（たつの市御津町室津 457） 

３ 休 館 日  月曜日（１月 12日・２月 23日を除く） 

１月 13日（火）・14日（水）、２月 12日（木）・24日（火）・25日（水） 

４ 入 館 料 高校生以上 200円／小・中学生 100円 

※ たつの市内の小・中学生は入館無料

５ 展示作品  室津の春  六曲一双 1961年 

室津夏越祭 二曲一双 1997年 

室津風景  二曲一双 1970年頃 

他  計 15点 

たつの市定例記者会見資料 

発表年月日 令和８年１月６日（火） 

担  当  課 
教育事業部歴史文化財課 

（室津海駅館）

電　　　話 0791-63-0907 



６ 関連行事  トークイベント「乾太を語る」 

日  時 令和８年３月１日(日) 14時～15時 

登 壇 者 井上仁氏（画家）、柏山泰訓氏（室津海駅館・室津民俗館専門 

委員会委員長）、小寺啓章氏（元太子町立図書館館長） 

定  員 20名 (先着順) 

申込方法 室津海駅館窓口、電話または電子申請  

 

 

 乾太氏略歴 

昭和４年（1929）揖保郡龍野町北龍野（現たつの市）に生まれる。昭和 18年

（1943）龍野町立龍野国民学校を卒業。昭和 24年（1949）しだいに失われてい

く昔の生活風景を残そうと、独学で木版画を始める。戦後の欧米化の風潮のなか

で、失われていく日本らしさを形にしたいと、播磨の風景や祭りなど、身近な風

景を画題にする。姫路市展洋画部の審査員を３回つとめ、毎年、郷土作家展に木

版画の出品を続ける。60年代後半ころから、播州地方の祭りをテーマに屏風絵

を創作。平成 14年（2002）龍野市市民文化賞・兵庫県ともしびの賞受賞。平成

20年（2008）姫路市芸術文化賞受賞。平成 22年（2010）たつの市立龍野歴史文

化資料館特別展「心の風景」開催。令和５年（2023）1月、94歳で逝去。 



 

2026 年 1 月 10 日（土）― 3 月 1 日（日） 

  室津の春（部分） 1964 年 たつの市教育委員会蔵 

開館時間 9 時 30 分～17 時（入館は 16 時 30 分まで） 

休 館 日 月曜日（1 月 12 日、2 月 23 日は除く）、1 月 13 日（火）・ 

14 日（水）、2 月 12 日（木）・ 24 日（火）・ 25（水） 

入 館 料 高校生以上 200 円、小 ・ 中学生 100 円 

     ※ たつの市内の小 ・ 中学生は無料 

トークイベント 乾 太 を 語 る 

日 時 3 月 1 日（日）14 時～15 時 

会 場 室津海駅館 

登壇者 井上仁氏（画家）小寺啓章氏（元太子町立図書館館長） 

    柏山泰訓氏（室津海駅館 ・ 室津民俗館専門委員会委員長） 

定 員 20 名（先着順 ・ 要申込） 

申 込 電子申請 ・ 海駅館電話 ・ 窓口 
室津夏越祭 屋台練り（部分） 1990 年代 

たつの市教育委員会蔵 

令  和 ７ 年度 
 室 津 海 駅 館  

企 画 展 乾 太 の 室 津 
い ぬ い  た  い 

たつの市立 室 津 海 駅 館 
たつの市御津町室津 457 TEL 079-324-0595 

［企画］室津海駅館 ・ 室津民俗館専門委員会 

［主催］たつの市教育委員会 

電子申請 

はこちら 
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